
大橋新会長新執行体制で第9期スタート!!

１１月７日、高崎サンパレスにおいて第９回定期大会を開催

し、「地域社会に根ざした連合運動の実践」を活動目標とした

２００５～０６年度（第９期）中期活動方針とともに、２００

５年度の重点活動として㈰県民に信頼され頼りにされる活動の

展開、㈪職場と地域社会に目に見える活動の展開など、第９期

の活動方針について満場一致で決定しました。

そして、連合群馬の組織と運動改革の実践に重点をおいた大

川前体制の活動をさらに継承・発展させるため、大橋新会長

（電機連合出身）を中心とした第９期新執行部体制を確立しま

した。

【大橋新会長挨拶要旨】

第９回定期大会で退任される大川前会長をはじめ執行部の

方々、また、各構成組織の大会や地協総会等において退任され

る役員の方々には、連合群馬の諸活動に対し理解とご尽力をい

ただきましたことに感謝を申し上げます。

さて、大川前会長が情熱を注いでこられた第７・８期の３年

間は、構造改革・体質改善を中心に三役会議・執行委員会など

で、ＰＤＣＡのサイクルをきちんと回しながら連合運動改革に

舵を切ってきた。

この方向を第９期も引き続き継承し、さらに職場や地域の現

状をしっかりと見定めながらこれからの活動に全力を注いでい

きたい。

昨今、とりわけ組織の内部から「連合・労働組合が私たちの

ために何をやってくれるのか？」という意見もいただくが、築

き上げてきた連合という「ステージ」の中で、構成組織と地協

との力を合わせ、県民のための活動や未組織労働者の支援など、

地域社会に貢献できる活動を展開したい。

今後も精一杯の努力と皆さんとの会話を大切にしながら第９

期のスタートを切りたい。

「目まぐるしく

変わる情勢の中で

労働界・行政・政

治も地域社会に根

ざした活動が大

切。」など挨拶を

いただきました。

←小寺　弘之

群馬県知事

「労使関係は過去のよ

うに対立だけでは問題は

前進しない。行政を巻き

込んでサービス残業や年

金問題など諸課題に対応

しなければならない。」な

ど挨拶をいただきました。

←兒玉　三郎　

群馬県経営者協会副会長
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